
コミュニティ・スクールとは

－ 学校運営協議会実施に向けて －

鳥栖市立鳥栖西中学校



コミュニティースクールとは

•





コミュニティ・スクール（学校運営協議
会を設置した学校）では・・・

Society5.0・グローバル化・（生産年齢）人口減少の進行・児童
生徒への虐待の増加・貧困問題の深刻化・子供たちの規範意識や
社会性等の課題・地域社会のつながりや支え合いの希薄化・複雑
化・多様化した学校の課題に伴う教職員の勤務負担… etc.

〇子供や学校の抱える課題の解決、未来を担う子供たちの
豊かな成⾧のためには、「社会総掛かり」での教育の
実現が不可欠。



コミュニティ・スクール
（学校運営協議会を設置した学校）について

子供や学校の抱える課題の解決、未来を担う子供たちの豊かな成⾧の
ためには、社会総掛かりでの教育の実現が不可欠です。

社会総掛かりで教育を実現する上で、これからの公立学校は「開か
れた学校」から更に一歩踏み出し、地域でどのような子供たちを育て
るのか、何を実現していくのかという目標やビジョンを地域住民等と
共有し、地域と一体となって子供たちを育む「地域とともにある学
校」へと転換していくことが重要です。



学校評議員から学校運営協議会への発展

•

•





学校評議員の仕組みから「学校運営協議会」
に移行することによる主な魅力・メリット

①学校運営協議会委員は、学校と「対等な立場」で学校運営の当事者として協
議を行うことができる立場にあります。保護者や地域住民等の意見が学校運営
に反映されることで、学校運営の改善・充実が期待できます。
②学校・家庭・地域において、共通の目標やビジョンを目指した取組（活動）
が可能となります。
③コミュニティ・スクールの機能である「校⾧が作成する学校運営の基本方針
の承認」を通じて、校⾧は、保護者や地域・住民等に対する説明責任の意識が
向上するとともに、保護者や地域住民等の理解・協力を得た風通しのよい学校
運営が可能となります。
④コミュニティ・スクールの場合には多様な人材の英知を結集することができ
るため、学校運営の改善に資するより確かなPDCAサイクルを確立しやすくな
ります。



学校運営協議会の主な３つの機能

①校長が作成する学校運営の基本方針を承認する。

② 学校運営について、教育委員会又は校長に意見を述べるこ
とができる。

③ 教職員の任用に関して、教育委員会規則に定める事項につ
いて、教育委員会に意見を述べることができる。

※学校運営の責任者は校長であり、学校運営協議会が校長の
代わりに学校運営を決定・実施するものではありません。





コミュニティ・スクールのメリットは何？

•

•

•



コミュニティ・スクールの魅力は何？①

【子供にとっての魅力】
●子供たちの学びや体験活動が充実します。
●自己肯定感や他人を思いやる心が育ちます。
●地域の担い手としての自覚が高まります。
●防犯・防災等の対策によって安心・安全な生活ができます。
【教職員にとっての魅力】
●地域の人々の理解と協力を得た学校運営や「社会に開かれた教育課
程」の実現が可能となります。
●地域人材を活用した教育活動が充実します。
●地域の協力により子供と向き合う時間が確保できます。



コミュニティ・スクールの魅力は何？②

【保護者にとっての魅力】
●学校や地域に対する理解が深まり、家庭教育との相乗効果が生まれます。
●地域の中で子供たちが育てられているという安心感があります。
●保護者同士や地域の人々との人間関係が構築できます。
【地域の人々にとっての魅力】
●経験を生かすことで生きがいや自己有用感につながります。
●学校が社会的つながり、地域のよりどころとなります。
●学校を核とした地域ネットワークが形成され、地域の課題解決につなが
ります。
●地域の防犯・防災体制等の構築ができます。


